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	応用
	抗原情報
	背景
	Rho GTPaseは、Gタンパク質共役受容体を介して細胞外刺激によって開始される数多くの細胞プロセスにおいて、基本的な役割を果たします。コードされているタンパク質はGタンパク質と複合体を形成し、Rho依存性シグナルを刺激する可能性があります。このタンパク質は、急性骨髄性白血病において骨髄系／リンパ系融合パートナーを形成することが観察されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2014年7月],疾患：ARHGEF12に関連する染色体異常が急性白血病の原因である可能性があります。MLLとの転座t(11;11)(q23;23)。,機能：グアニンヌクレオチド結合α-12（GNA12）およびα-13（GNA13）によるRhoA GTPaseの制御に関与している可能性があります。 RhoA GTPaseのグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）として機能し、GNA12およびGNA13のGTPase活性化タンパク質（GAP）として機能する可能性があります。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,配列注意：コンタミネーション配列。ポリA配列の可能性があります。,類似性：1つのDH（DBL相同）ドメインを含みます。,類似性：1つのPDZ（DHR）ドメインを含みます。,類似性：1つのPHドメインを含みます。,類似性：1つのRGSL（RGS類似）ドメインを含みます。,細胞内局在：刺激により膜に移行します。,サブユニット：おそらくRGS類似ドメインを介して、GNA12およびGNA13と相互作用します。RHOA、PLXNB1、およびPLXNB2と相互作用します。 PDZドメインを介してIGF1Rβサブユニットと相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。アイソフォーム2は空腸と精巣に認められる。,
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; AMPK
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	RAW264.7細胞ライセートのARHGEF12抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARHGEF12 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	LARGポリクローナル抗体を用いたRAW264.7細胞のウェスタンブロット解析

